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●正副議長のあいさつ●

議
長
あ
い
さ
つ

議　

長　

鍔
本　

規
之

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
い
た
だ
き
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。こ
の
重
責
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、市
民
の
た
め

に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る

議
会
へ
と
、決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
治
に
対
す
る
市
民
の
期
待

感
が
薄
れ
て
い
る
中
、６
名
の
新

人
議
員
が
生
ま
れ
た
今
こ
そ
、

昔
か
ら
続
く
慣
例
の
議
員
と
い

う
職
を
払
拭
し
、市
民
の
方
々

が
夢
を
も
て
る
よ
う
な
議
会
、

市
政
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ

副
議
長　

瀬
川　

治
男

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。議
長
を
補
佐
し
、議

会
並
び
に
市
政
の
さ
ら
な
る
発

展
に
む
け
て
最
大
限
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。市
民
の
た
め
の

市
政
で
す
。初
心
に
か
え
り
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
安
心
で
住
み
よ
い
街

と
な
り
ま
す
よ
う
心
が
け
て
ま

い
り
ま
す
。時
代
の
変
化
は
早

く
、市
政
に
も
多
く
の
懸
案
事

項
が
あ
り
ま
す
。行
政
と
議
会

で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。皆
様
方
の
ご
指
導
、ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新しい議会構成が決まる

議　長 副議長鍔本　規之 瀬川　治男
平成２9年10月10日就任

区　分 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会（委員数６名） 黒田　芳弘 瀬川　治男 若原　敏郎 村瀬　明義 道下　和茂 臼井　悦子

平成２9年10月10日就任（任期１年）

区　分

議会だより編集特別委員会（委員数５名）

委員長 副委員長 委　　員

臼井　悦子 堀部　好秀 寺町　　茂瀬川　治男 今枝　和子

もとす広域連合議会議員（議員数５名） 大西德三郎 髙田　浩視若原　敏郎 黒田　芳弘 髙橋　勇樹

監査委員 上谷　政明

常任委員会 総務企画委員会（６名） 文教福祉委員会（６名） 産業建設委員会（６名）

委 員 長

副委員長

委　　員

道下　和茂 若原　敏郎 村瀬　明義

大西德三郎 堀部　好秀 黒田　芳弘

臼井　悦子 上谷　政明 瀬川　治男

鍔本　規之 鍔本　規之 鍔本　規之

河村　志信 寺町　　茂 澤村　　均

今枝　和子

平成２9年10月10日就任（任期１年）

平成２9年10月10日就任

平成２9年10月10日就任

髙田　浩視 髙橋　勇樹
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●新議員の紹介●

新 議 員の紹介

大西　德三郎上谷　政明瀬川　治男若原　敏郎

村瀬　明義道下　和茂臼井　悦子黒田　芳弘

鍔本　規之堀部　好秀澤村　均河村　志信

寺町　茂髙田　浩視今枝　和子髙橋　勇樹
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２９年度一般会計補正予算など決まる

●平成29年第3回定例会開かれる●

平成２9年 第3回定例会開かれる

●補正予算

●主な歳入
地方交付税の増額　１億３８３１万円
・普通交付額決定に伴う増額
（合計４０億７８３１万円）

●本巣市一般会計補正予算（第２号） ６００２万円追加、総額１６２億２４３３万円

農業集落排水事業特別会計　１１１３万円　・緊急修繕実施に伴う増額等
公共下水道特別会計　　　　  １７７万円　・緊急修繕実施に伴う増額等

●条例の一部改正
・本巣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
 支給認定保護者の申請により支給認定証を交付することによる

●物品売買契約の締結について
消防ポンプ自動車（ＣＤ－１）型
契約金額　２０１７万円【消費税含む】

●本巣消防事務組合規約の変更について
本巣消防事務組合規約の一部改正

●岐阜市及び本巣市における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関する協議に
　ついて

●指定管理者の指定について
●専決処分の報告（公用車の事故に係る損害賠償）
●和解及び損害賠償の額を定めることについて（歩行者の排水路への転落事故）

連携中枢都市圏構想推進要綱に規定する連携中枢都市圏を形成するため、この連携協約を締結

●主な歳出
商工費の増額　１６５０万円
・地域経済循環創造事業に伴う新規
（合計３億７１７８万円）

その他の議案

８月18日～９月７日、平成29年第３回定例会を開き、条例改正１件、物品売買契約の締結１件、連携協約の
締結１件、補正予算３件、決算認定６件、意見書１件等を審議・決定しました。
今定例会は、９月24日に市議会選挙が行われるため、８月の開会となりました。

今議会で決まった主な内容をお知らせします。

　現在、道路事業においては、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」（以下「道路財特法」とい
う。）の規定により、交付金事業等の補助率等の嵩上げが平成２９年度までの時限措置となっており、道路財特法による
嵩上げ措置の廃止は、補助事業を活用する地方において財政負担をもたらすこととなり、道路整備の一層の遅帯を招く
こととなる。
　よって、本市議会は、国に対し、迅速かつ着実な道路整備を引き続き推進するため、長期的かつ安定的な予算の確保
と拡充を図るとともに、道路財特法の補助率等の嵩上げ措置について、平成３０年以降も継続するよう強く求めるもの
である。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」に基づく補助率等の
嵩上げ措置の継続を求める意見書
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市の財政は

歳入172億円（前年度比7.1％増） 歳出156億円（前年度比4.1％増）
※性質別

●自主財源と依存財源
●一般会計

●貯金（基金）の状況

●財政力は ●借金の状況

●市民一人
　あたりでは

28年度 27年度 28年度

27年度 28年度

27年度 28年度

27年度 28年度

自主財源

財政力指数 0.653
79.6%

0.626
82.5%経常収支比率

一般会計の基金

地方債残高

市税 14.7万円 15.4万円
24.5万円 22.3万円
46.3万円 47.3万円

貯金
借金

162億2137万円 164億8126万円

・財政調整基金
・その他

48.9%
51.1%依存財源

＊１　1に近いほど財政力が強い。
＊2　財政構造の弾力性を把握するもので、
　    おおむね７５％で健全といわれる。

＊1
＊2

市税
53億6591万円

国県支出金
21億9345万円

市債 ※1
14億2838万円

繰越金
10億2951万円

地方消費税
交付金
5億6724万円

地方交付税
42億2857万円

その他
3億7934万円諸収入

5億2336万円

繰入金
10億1800万円

使用料及び手数料
2億1007万円

地方譲与税
2億1192万円

人件費
22億8681万円

扶助費
19億5598万円

物件費
28億9399万円

補助費等
21億7423万円

投資的経費
26億6866万円

その他経費
21億3771万円

公債費 ※2
12億7280万円

維持補修費
2億1105万円

85億7148万円
49億6343万円
36億  805万円

77億5759万円
42億6343万円
34億9416万円

平成28年度一般会計決算（歳出156億円）など決まる

※1 市が歳入を補うために発行する債券 ※2 公債の償還や利子の支払いに要する経費

４4億1941万円

２億5181万円

３億7235万円

６億6613万円

3億６068万円

41億3625万円

２億4214万円

３億6803万円

６億4421万円

3億4102万円

2億8316万円

　967万円

　　432万円

　　2192万円

1966万円

収　支歳　出歳　入
国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（施設勘定）

後期高齢者医療

農業集落排水事業

公共下水道

●特別会計 ●水道事業会計

9億2914万円

8億3381万円

3億5696万円

6億8972万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額上水道事業

●定例会で決まったこと●
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（産業建設部）産業を創造するまち

○魅力最大化誘客促進事業
　誘客実証としてモニターツアーを２回実施

○グリーン・ツーリズム誘客事業
　うすずみ温泉四季彩館での宿泊に利用できる割引
　クーポンを発行　利用者数３７４名

・・・・・・・・・・・・300万円

 ・・・・・・・18３万円

（産業建設部）道路整備

○市道糸貫０００７号線整備事業
○長良・糸貫線道路整備事業
○市道根尾８３号線災害防除事業
○市道真正２０１６号線整備事業
○市道橋りょう点検修繕事業

・・・・1億6536万円
 ・・・・・3億1363万円

・・・4432万円
・・・・・2304万円

 ・・・・・・・・・3775万円

○バス停設置工事
　バス利用者の利便性向上のため、バス停の屋根等
　の設置を実施（しんせいほんの森前バス停）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・112万円

（総務部）快適な生活基盤を備える

○鳥獣被害対策事業
　本巣市猟友会へ有害鳥獣捕獲を委託し、モンキー
　ドック１頭の養成、サルの囲いわなの設置

○林道整備事業
　舗装・排水路改良により路面浸食を防ぎ、路面を
　安定させることで、林道を安全に通行出来るよう
　整備

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・930万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2268万円

（産業建設部・林政部）魅力ある農林業

一般会計の主な事業

28年度はこんな仕事がおこなわれました。

○高齢者ヘルプカード事業
　携帯用の緊急時安心カードを作成し、６６８枚配布

○シニア元気いきいき支援事業
　市内在住の６５歳以上の高齢者で希望する方に、
　樽見鉄道乗車券、うすずみ温泉入浴券及び食事
　券がセットになった利用券７５００セット交付

○高齢者タクシー利用助成事業
　市内在住の７５歳以上の高齢者のみで、運転免許
　証を持っている者がいない世帯に対して助成１４２２
　枚交付

・・・・・・・・・・・・・・・34万円

 ・・・・・・・753万円

・・・・・・・・・62万円

（健康福祉部）人にやさしく支えあう

○森林セラピー推進事業
　森林セラピーツアー参加者数・・・・・・・164人

○「淡墨桜の日」おもてなし事業
　昼間の淡墨桜とは異なる夜間のライトアップされた
　淡墨桜の魅力を招待者にＰＲを実施

○魅力発信推進事業
　「もとまる」を活用し、全国に本市の観光、物産等の
　魅力を発信しＰＲを実施

○移住・定住事業
　市外からの移住者を対象に住宅取得や家賃に係る
　補助を実施

・・・・・・・・・・・・・・・・104万円

 ・・・・・・・１６１万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・719万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1832万円

（企画部）活力と賑わいのあるまち

○小学校タブレット導入事業
　特別支援学級数に合わせタブレットパソコンを１学級に１台配置
　遠隔教育実証事業指定校へタブレットパソコンを児童数に合わせ配置

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・418万円

○中学校タブレット導入事業
　特別支援学級数に合わせ、タブレットパソコンを１
　学級に１台配置

・・・・・・・・・・・187万円 ○中学校電子黒板整備事業
　市内４中学校の普通教室及び特別支援学級すべ
　てに電子黒板を配置

・・・・・・・・・・2106万円

（教育委員会）学び合い・育ち合う

●定例会で決まったこと●
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Q

Q

Q

　
　

平
成
28
年
度
決
算
か
ら
、
本

　
　

巣
市
の
将
来
に
つ
い
て

　

健
全
財
政
の
維
持
と
、
将
来
へ

　

の
投
資
へ
の
考
え
は

　

健
全
財
政
を
維
持
し
投
資
し
ま

　

す

藤
原
・
市
長

　

可
能
な
限
り
の
投
資
を
考
え
て

Ｉ
Ｃ
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
や
自
然
・

文
化
・
産
業
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
や
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適
に

学
べ
る
教
育
環
境
づ
く
り
、
老
朽

化
が
進
む
公
共
施
設
は
計
画
的
に

投
資
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
一
層
の
強
化
へ
の

　

考
え
は

　

自
主
防
災
組
織
等
の
充
実
強
化

　

を
図
り
ま
し
た

　

地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
自

主
防
災
組
織
及
び
市
職
員
を
対
象

に
67
名
の
防
災
士
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。
防
災
備
蓄
品
の
購
入
と
、

市
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
設

置
の
促
進
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
北
部
地
域
の
対
策
は

　

北
部
地
域
の
人
口
減
少
・
高
齢

　

化
率
は
重
要
な
課
題
で
す

　

日
当
大
橋
や
門
脇
バ
イ
パ
ス
等

の
道
路
、
公
園
、
観
光
施
設
の
各

整
備
や
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
の

実
施
を
し
ま
し
た
。
今
後
も
自
然
、

観
光
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
　

本
年
度
の
施
策
の
推
進
に
つ

　
　

い
て

　

本
巣
Ｐ
Ａ
北
の
公
園
整
備
は

　

測
量
・
実
施
設
計
業
務
で
内
容

　

等
を
検
討
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

平
常
時
は
、
市
民
や
Ｐ
Ａ
利
用

者
の
潤
い
や
健
康
づ
く
り
の
公
園

と
し
、
大
規
模
災
害
等
の
緊
急
時

は
、
外
部
か
ら
の
支
援
物
資
の
集

積
地
に
、
派
遣
さ
れ
る
救
助
部
隊

の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

　

「
織
部
の
里
も
と
す
」
な
ど
の

　

指
定
管
理
に
つ
い
て

　

民
間
企
業
を
選
定
し
ま
す

　

民
間
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

活
用
に
よ
る
収
益
の
増
加
が
期
待

で
き
、
市
が
現
在
支
払
う
指
定
管

理
料
も
減
額
す
る
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
の
新
た
な
指
定
管

理
者
に
移
行
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
再
配
置
策
定
は

　

今
後
30
年
間
に
公
共
施
設
の
延

Q2 Q1A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q3A3

A1

若
原
敏
郎

市
政
自
民
ク
ラ
ブ
代
表

Q

A2

Q1A1Q2

Q2 A1 Q1

A2

●代表質問●

　

べ
床
面
積
16
％
削
減
目
標
で
す

　

公
共
施
設
等
の
多
く
が
近
い
将

来
、
改
修
・
更
新
時
期
を
迎
え
、

多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
り
、
各

施
設
の
複
合
化
や
集
約
化
、
廃
止

や
除
却
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
改

修
や
更
新
を
計
画
的
に
行
う
も
の

で
す
。

　
　

学
校
と
地
域
の
協
働
に
つ
い

　
　

て

　

国
も
「
地
域
と
学
校
の
協
働
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
巣
市
内

の
学
校
も
既
に
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
。

　

学
校
で
協
働
し
た
活
動
の
現
況

　

は

　

市
内
全
小
中
学
校
で
1
5
6
件

　

あ
り
ま
し
た

川
治
・
教
育
長

　

「
学
校
」
の
教
育
力
の
み
な
ら

ず
、
見
守
り
隊
や
学
力
向
上
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
地
域
と
協
働

す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
体
験

活
動
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
連
携
・
協
働
」
を
進

　

め
る
に
は

　

組
織
を
再
構
築
し
直
す
こ
と
で

　

す

　

今
後
は
、
市
内
全
学
校
を
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
し

て
立
ち
上
げ
、
子
ど
も
を
中
核
に

据
え
た
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
視
察
・
研
修
」
関
連
に
つ
い

　
　

て

　

市
政
自
民
ク
ラ
ブ
は
長
野
県
小

諸
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
・
富
山
県
南
砺

市
の
婚
活
サ
ポ
ー
ト
・
空
き
家
対

策
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

本
巣
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
効
果
は

　

「
本
巣
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

　

で
配
信
し
て
い
ま
す大

野
・
企
画
部
長

　

市
職
員
が
企
画
か
ら
撮
影
、
編

集
ま
で
手
掛
け
、
人
件
費
以
外
の

製
作
費
は
か
け
ず
作
成
し
ま
し
た
。

視
聴
回
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
継
続
は

　
「
ぎ
ふ
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
セ

　

ン
タ
ー
」
と
連
携
し
検
討

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

新
世
代
向
け
支
援
と
し
て
「
親

の
婚
活
」
の
実
施
や
、
根
尾
の
自

然
の
下
で
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
検

討
し
ま
す
。
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QQ

QQ
　
　

健
康
づ
く
り
に
ポ
イ
ン
ト
制
の

　
　

導
入
に
つ
い
て

　

市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
を
め

ざ
す
施
策
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
制
は
。

　

受
診
者
等
に
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
し

　

商
品
券
に
交
換
す
る
考
え
は

　

ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
を
検
討

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
診
率

上
昇
が
見
込
ま
れ
健
康
意
識
の
向
上

等
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
計
画
し
商

　

品
券
を
贈
呈
す
る
考
え
は

　

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
も
ポ
イ
ン
ト
制

　

を
含
め
て
検
討
し
ま
す

　
　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

デ
マ
ン
ド
運
行
を
含
め
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
市
営
バ
ス
を
目
指
し
た

市
営
バ
ス
の
あ
り
方
や
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は
。

　

市
営
バ
ス
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
は

　

運
行
路
線
や
運
行
時
刻
の
改
正
を

　

行
い
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
改
正
を
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
公
共
交
通
活
性
化
協

　

議
会
で
運
行
方
法
を
決
め
ま
す
か

　

総
合
的
な
公
共
交
通
連
携
計
画
を

　

次
年
度
以
降
新
た
に
作
成
し
ま
す

　

デ
マ
ン
ド
型
運
行
の
計
画
は

　

導
入
を
検
討
し
持
続
可
能
な
地
域

　

公
共
交
通
を
確
立
し
ま
す

　

地
域
乗
合
バ
ス
路
線
維
持
費
・
補

　

助
金
の
今
後
は

　

通
勤
・
通
学
及
び
市
民
に
必
要
で

　

す
の
で
引
き
続
き
支
援
し
ま
す

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制

　
　

度
の
導
入
に
つ
い
て

　

学
校
と
地
域
市
民
等
が
力
を
合
わ

せ
て
学
校
の
運
営
が
可
能
と
な
る

「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
設
置
が
努

力
義
務
化
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
概
要
は

　

保
護
者
や
地
域
の
声
を
学
校
運
営

　

に
生
か
す
仕
組
み
で
す川

治
・
教
育
長

　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
合
言

葉
に
、
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
を
共

有
し
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

制
度
導
入
予
定
は

　

来
年
度
よ
り
本
巣
市
型
の
幼
小
中

　

一
貫
教
育
型
を
導
入
し
ま
す

　
　

船
木
山
古
墳
群
の
国
の
指
定
史

　
　

跡
の
申
請
に
つ
い
て

　

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は

　

早
期
に
指
定
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

　

地
権
者
と
協
議
を
続
け
ま
す

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

髙
田
文
一

●一般質問●

Q
　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

市
に
よ
る
空
き
家
撤
去
法
は
で
き

　

な
い
か

　

「
特
定
空
き
家
等
」
の
危
険
性
を

　

認
識
し
、
適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　

市
内
で
の
特
定
空
き
家
の
状
況
は

　

市
内
の
空
き
家
は
２
６
６
件
あ
る
が

　

特
定
空
き
家
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

　

空
き
家
撤
去
後
の
固
定
資
産
税
は

　

特
定
空
き
家
は
特
例
措
置
の
軽
減

　

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
事
業
推
進
状
況
は

　

移
住
定
住
関
連
事
業
と
の
相
乗
効

　

果
を
図
り
成
果
を
あ
げ
ま
す

　

空
き
家
所
有
者
向
け
の
相
談
会
を

開
催
し
、
空
き
家
改
修
補
助
金
や
空

き
家
家
財
道
具
処
分
補
助
金
を
設
け
、

制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

移
住
・
定
住
事
業
に
つ
い
て

　

市
の
現
状
は

　

昨
年
34
世
帯
１
０
３
名
が
本
市
に
移

　

住
、
子
育
て
世
代
が
多
い

大
野
・
企
画
部
長

　

充
実
し
た
子
育
て
支
援
策
や
、
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
や
自
然
と
都
市
が
調

和
し
た
住
環
境
が
魅
力
と
考
え
ら
れ
、

Q

Q

Q1A1Q1A1 Q2A2Q3A3Q4A4

移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
を
ど
の
様
に
し
ま
す
か

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

　

た
情
報
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ

　

移
住
相
談
会
の
開
催
や
移
住
定
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
り
、
情
報
発

信
を
行
い
ま
す
。

　
　

北
部
地
域
に
防
災
公
園
の
設
置
を

　

北
部
の
中
心
地
神
海
に
ド
ー
ム
を

作
り
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
防
災
公

園
と
し
て
は
ど
う
か

　
　

災
害
応
急
対
策
等
の
充
実
強
化

　
　

を
図
る
中
で
検
討
し
ま
す

　

畑
中
・
総
務
部
長

　

本
巣
北
部
地
域
の
防
災
公
園
の
設

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
全
域
や
本

巣
地
域
全
体
で
の
災
害
応
急
対
策
及

び
災
害
復
旧
対
策
の
充
実
強
化
を
進

め
る
中
で
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q2A2

後
藤
壽
太
郎

A
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QQQ1A1Q2A2Q3A3

QQ

　
　
海
龍
リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
に

　
　
つ
い
て

　
第
三
者
納
付
制
度
と
は
、
制
度
と

　
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

残
っ
た
海
龍
の
債
権
は
い
く
ら
で
、

今
後
ど
う
処
理
す
る
の
か
。

　
地
方
税
法
に
よ
り
第
三
者
が
代

　
わ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

藤
原
・
市
長

　
第
三
者
納
付
は
善
意
の
納
付
と
い

わ
れ
、
常
に
有
効
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
の
活
用
に
よ
り
納
付
が
あ
り

差
押
え
を
解
除
し
ま
し
た
。

残
っ
た
債
権
額
は
税
法
上
の
守
秘
義

務
が
あ
り
、
当
法
人
は
事
業
停
止
で

あ
り
、
直
接
徴
収
は
困
難
で
す
。

　
そ
の
他
の
料
金
の
未
納
は

　
上
水
道
使
用
料
が
あ
り
徴
収
に
は

　
困
難
が
伴
い
ま
す

　 

軽
自
動
車
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

　
　
付
の
実
績
と
今
後
の
見
通
し
は

　
　
今
後
の
利
用
率
の
向
上
に
期
待

畑
中
・
総
務
部
長

　

納
付
件
数
91
件
、
金
額
67
万
円
強

納
付
割
合
は
0.
8
％
で
あ
り
ま
し
た
。

他
の
税
目
導
入
は
シ
ス
テ
ム
改
修
も

含
め
た
準
備
を
し
、
納
税
し
や
す
い

環
境
整
備
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　
　
中
学
校
二
期
制
に
移
行
後
の
成

　
　
果
に
つ
い
て

　
　
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る

　
　
と
判
断
し
て
い
ま
す川

治
・
教
育
長

　

生
徒
の
一
番
の
変
化
は
、
定
期
テ

ス
ト
が
年
間
４
回
に
な
り
、
テ
ス
ト

範
囲
が
狭
ま
り
、
学
習
計
画
が
立
て

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
夏
休
み
前
や
冬
休
み
前
の

成
績
業
務
の
忙
し
さ
が
緩
和
さ
れ
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
、

き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
は

　

集
中
管
理
し
、
安
全
・
安
心
な
給

食
を
提
供
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
一
括
配
送
す
る
こ
と
が
難
し
く

　
　
今
後
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す

川
治
・
教
育
長

Q1A1Q2A2 Q

　
　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
推
進
を

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
よ
う
、
デ
マ
ン
ド
交
通

な
ど
の
総
合
的
な
交
通
体
系
を
構
築

す
る
こ
と
が
急
務
。
こ
の
間
の
取
り

組
み
、
今
後
の
方
針
は
。

　
　
公
共
交
通
連
携
計
画
の
中
で

畑
中
・
総
務
部
長

　
先
進
地
視
察
等
や
有
識
者
の
助
言

を
受
け
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
総

合
的
な
公
共
交
通
連
携
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
子
育
て
相
談
体
制
の
充
実
を

　

子
育
て
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込

ん
で
い
る
親
が
ま
だ
ま
だ
お
り
、

「
も
っ
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

を
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
一
層
細
や
か
な
、
よ
り
充
実
し

た
相
談
体
制
が
必
要
で
は
。

　
　
子
育
て
相
談
等
の
活
用
を
周
知

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　
子
育
て
相
談
は
、
子
ど
も
大
切
課

の
ほ
か
、
市
内
７
か
所
に
窓
口
を
設

置
し
て
お
り
、
現
体
制
の
拡
大
は
困

難
。
今
後
は
広
報
紙
で
特
集
を
組
む

な
ど
、
周
知
し
ま
す
。

　
　

下
水
道
料
金
の
不
合
理
是
正
を

　

本
市
は
定
額
制
の
た
め
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
住
民
票

を
残
し
て
他
所
に
住
ん
で
い
る
人
も

料
金
の
対
象
に
な
る
の
は
不
合
理
で

は
。

　
　
料
金
体
系
の
見
直
し
を
検
討

三
浦
・
上
下
水
道
部
長

　
生
活
実
態
の
な
い
人
は
減
免
し
て

い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
（
子
育
て

関
係
の
）
担
当
部
署
と
協
議
し
ま
す
。

　
　
非
核
平
和
、
暴
力
追
放
の
各
都

　
　
市
宣
言
を
生
か
し
た
ま
ち
を

　
ま
ち
ぐ
る
み
の
平
和
へ
の
取
り
組

　
み
は

　
青
少
年
平
和
教
育
研
修
の
拡
大
等

　
市
民
の
意
識
醸
成
を
図
り
ま
す

藤
原
・
市
長

　
ま
ち
ぐ
る
み
の
暴
力
追
放
運
動
を

　
暴
力
追
放
機
運
の
高
揚
と
暴
力
の

　
無
い
ま
ち
の
実
現
を
推
進
し
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　
学
校
現
場
で
の
取
り
組
み
は

　
い
じ
め
防
止
対
策
条
例
の
基
本
方

　
針
を
策
定
し
組
織
で
取
り
組
み

川
治
・
教
育
長

A

A

A A

A

A

鵜
飼
静
雄

（
日
本
共
産
党
）

大
西
德
三
郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

Q
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QQ Q

QQ

　
　

農
振
除
外
審
議
に
つ
い
て

　

農
振
除
外
の
会
議
を
今
は
年
に
一

回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も

年
に
２
回
は
行
い
、
企
業
進
出
・
住

宅
促
進
等
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
さ
せ

る
こ
と
が
、
本
市
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
見
解
は
。

　
　

県
と
協
議
し
ま
す

青
木
･
産
業
建
設
部
長

　

事
務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
申
請

者
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
為
に
、
来

年
度
か
ら
年
２
回
の
農
振
除
外
が
出

来
る
よ
う
、
県
と
の
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

真
正
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
の

　
　

雑
木
林
に
つ
い
て

　

調
停
に
よ
り
市
有
地
と
Ａ
氏
と
の

土
地
の
境
界
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
は
。

　
　

早
期
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
計

　
　

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

溝
口
･
教
委
事
務
局
長

　

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６

月
補
正
に
測
量
設
計
費
を
計
上
し
、

来
年
度
整
備
工
事
を
計
画
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
に
つ
い
て

　
　

実
施
に
向
け
て
段
階
的
に
準
備

　
　

し
て
い
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

「
本
巣
市
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
１
月
か
ら

鶏
卵
除
去
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
給
食

を
実
施
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

庁
舎
統
合
に
つ
い
て

　

現
状
の
分
庁
舎
方
式
で
は
、
糸
貫

分
庁
舎
の
耐
震
性
、
災
害
時
の
市
の

対
応
、
職
員
相
互
の
連
携
等
、
ま
た

財
源
に
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
具
体

案
を
出
す
べ
き
時
期
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

「
庁
舎
統
合
検
討
有
識
者
会
議
」

　
　

を
立
ち
上
げ
検
討
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

合
併
特
例
債
の
延
長
要
望
の
推
移

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
具
体
案
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

樽
見
鉄
道
の
今
後
の
補
助
金
、

　
　

位
置
付
け
に
つ
い
て

　
　

今
後
も
沿
線
市
町
で
連
携
し
た

　
　

支
援
を
と
考
え
て
い
ま
す

藤
原
・
市
長

　

主
要
地
方
道
岐
阜
関
ヶ
原
線
の
樽

見
鉄
道
高
架
化
事
業
が
着
工
さ
れ
た

こ
と
、
営
業
実
績
が
沿
線
市
町
で
構

成
す
る
樽
見
鉄
道
連
絡
協
議
会
の
支

援
継
続
判
断
基
準
内
で
推
移
し
て
い

る
実
績
か
ら
、
引
き
続
き
連
携
し
た

支
援
が
出
来
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

●一般質問●

AAA

鍔
本
規
之

QQ
　
　

小
中
学
校
の
二
学
期
制
導
入
に

　
　

つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
市
内
の
中
学

校
が
二
学
期
制
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か

　

４
点
に
つ
い
て
効
果
が
あ
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

①
学
校
生
活
の
二
重
構
造
の
解
消

②
定
期
テ
ス
ト
が
増
え
る
こ
と
に
よ

る
学
習
時
間
の
増
加
と
学
力
の
育
成

③
評
価
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ

る
評
価
の
妥
当
性
や
連
続
性
の
高
ま

り
④
教
師
が
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

の
増
加
。
と
い
っ
た
4
点
で
す
。
今

後
も
継
続
し
て
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
へ
の
導
入
検
討
は

　

導
入
を
考
え
て
い
ま
す

　

小
学
校
に
お
い
て
は
三
学
期
制
の

節
目
を
継
続
し
な
が
ら
、
個
人
懇
談

と
今
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
い
評
価
、

個
別
指
導
の
充
実
等
が
で
き
る
本
巣

市
型
の
二
学
期
制
の
導
入
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

２
０
２
５
年
介
護
問
題
に
つ
い

　
　

て

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
り

介
護
人
口
、
認
知
症
の
疾
患
者
が
増

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
対
策
は

　

包
括
的
に
認
知
症
予
防
に
努
め
て

　

い
ま
す

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

認
知
症
そ
の
も
の
を
理
解
し
て
も

ら
い
認
知
機
能
に
関
す
る
運
動
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
を

市
内
３
箇
所
で
行
い
相
談
業
務
も
行

い
ま
し
た
。
４
月
に
は
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
喫
茶
店
と
提
携
し
て
認
知

　

症
カ
フ
ェ
が
出
来
ま
せ
ん
か

　

意
向
を
確
認
し
検
討
し
ま
す

　

認
知
症
カ
フ
ェ
も
利
用
者
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。
集
い

の
場
と
し
て
気
楽
に
集
ま
れ
る
場
を

提
供
す
る
方
法
と
し
て
市
内
の
喫
茶

店
の
意
向
を
確
認
し
有
効
活
用
を
検

討
し
ま
す
。

Q1A1

Q1A1Q2A2

Q2A2

AA

堀
部
好
秀
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Q3A3 Q2A2Q2A2Q3A3 Q1A1

●一般質問●

Q
　
　

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
へ
の
対
応

　

こ
れ
ま
で
の
広
域
連
携
と
違
い
、

一
対
一
の
連
携
締
結
に
は
慎
重
な

意
見
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
構
想
へ
の
見
解
は

　

魅
力
あ
る
圏
域
へ
の
連
携
を
密

　

に
進
め
て
い
き
ま
す

藤
原
・
市
長

　

経
緯
と
今
後
の
進
め
方
は

　

本
年
度
岐
阜
市
よ
り
参
加
の
打

　

診

大
野
・
企
画
部
長

　

11
月
頃
の
協
約
締
結
後
、
３
月

末
に
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
の

予
定
で
す
。

　

具
体
的
事
業
や
施
策
の
策
定
は

　

今
後
「
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
等

　

の
意
見
を
踏
ま
え
策
定

　
　

上
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

　
　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
よ
り
11
億
円
が
繰
り

出
さ
れ
る
３
事
業
の
運
営
改
善
を
。

　

加
入
率
の
現
状
は

　

上
水
道
93
．６
％
、
農
業
集
落
排 

　

水
66
．８
％
、
公
共
下
水
道
75
．４
％ 

　

で
す

三
浦
・
上
下
水
道
部
長

　

当
初
計
画
と
現
状
へ
の
見
解
は

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
依
存

　

す
る
現
状
で
改
善
が
必
要
で
す

　

今
後
の
運
営
方
針
は

　

経
営
戦
略
の
策
定
や
接
続
率
の
向

　

上
を
図
り
運
営
改
善
を
推
進

　
　

町
村
合
併
の
効
果
と
課
題

　

合
併
効
果
を
検
証
し
、
今
後
の

課
題
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
成
果

を
高
め
ら
れ
た
い
。

　

合
併
効
果
の
数
値
的
検
証
を

　

財
政
力
指
数
は
0
．69
↓
0
．63
、

　

経
常
収
支
比
率
85
．9
↓
82
．5
、

　

人
件
費
28
億
↓
23
億
円
、
公
債
費

　

19
億
↓
13
億
円
、
扶
助
費
は
８
億

　

↓
20
億
円
で
す

大
野
・
企
画
部
長

　

合
併
特
例
債
の
現
況
と
地
方
交

　

付
税
の
見
通
し
は

　

発
行
可
能
な
1
6
2
億
円
に
対

　

し
71
億
円
を
活
用

　

地
方
交
付
税
は
今
後
も
減
少
し

て
い
く
見
込
み
で
す
。

　

合
併
効
果
発
揮
へ
今
後
の
課
題
は

　

市
民
協
働
を
推
進
す
る
政
策
に

　

取
り
組
み
た
い

藤
原
・
市
長

　

市
と
市
民
の
一
体
感
・
連
帯
感

の
醸
成
を
図
り
、
経
営
資
源
、
地

域
資
源
を
活
用
し
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
。

Q1A1Q1A1 Q2A2Q3A3 Q

黒
田
芳
弘

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

Q

日
　
時

場
　
所

会
　
議
　
名
　
等

8
月
10
日（
木
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

8
月
18
日（
金
）

全
員
協
議
会

本
庁
舎

本
会
議（
開
会
）

本
会
議

8
月
22
日（
火
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
代
表
質
問
・一
般
質
問
）

8
月
29
日（
火
）

本
庁
舎

本
会
議（
一
般
質
問
）

8
月
30
日（
水
）

本
庁
舎

総
務
企
画
委
員
会
協
議
会

8
月
31
日（
木
）

本
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会

9
月
1
日（
金
）

真
正
分
庁
舎

9
月
4
日（
月
）

糸
貫
分
庁
舎

産
業
建
設
委
員
会

9
月
6
日（
水
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

9
月
7
日（
木
）

本
庁
舎

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

9
月
12
日（
火
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

9
月
28
日（
木
）

本
庁
舎

本
庁
舎

臨
時
議
会

10
月
16
日（
月
）

真
正
分
庁
舎

10
月
12
日（
木
）

本
庁
舎

10
月
10
日（
火
）

も
と
す
広
域
連
合
　
議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
20
日（
金
）

真
正
分
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合
　
定
例
会（
開
会
）

10
月
23
日（
月
）

真
正
分
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合
　
老
人
福
祉
常
任
委
員
会

10
月
24
日（
火
）

真
正
分
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合
　
療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会

10
月
27
日（
金
）

真
正
分
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合
　
総
務
介
護
常
任
委
員
会

議
員
活
動
日
誌
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～委員会活動～

●委員会活動●

１．
2．
平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第２号）
平成２８年度本巣市一般会計歳入歳出決算

協議案件 （関係部分）

○企画部及び根尾総合支所に属する決算
　・退職者のうちの中途退職者について
　・メンタルヘルス対策事業により、ストレスチェックが行われたがそのチェックにより把握され
　 た内容について
　・職員研修事業において、県市町村職員研修センターへの研修人数が減少した要因について
　・財政改革における事務事業評価において、見直しを図るべき４事業の内容と改革の方向性に
　 ついて
　・内部評価と外部評価の結果が違う事業に対する受け止め方について

主な質疑の内容

総務企画委員会協議会　８月３１日（木）

Q
A
Ｊアラートが機器等の不具合により作動しなかった場合の対応について

国からの電波受信については、日々の放送により確認を行い、異常があった場合は、連絡があった
その日のうちに修繕等を行い、万全を期しております。

Q

A

市民協働推進事業において、市民協働まちづくり推進委員
会から（仮称）市民協働サポートセンターの設置に関する提
言書を受けたが、具体的に進む方向について、また今後の
協議は庁舎建設も含めての検討かについて

平成２８年度に提言書をいただき、今年度まちづくり推進委
員会等で協議を進めています。また、庁舎建設を含めた協
議をしています。

○総務部、議会事務局及び根尾総合支所に属する決算
　・市税等の滞納者に対する滞納整理の方法を明確化するためのマニュアルの整備について
　・消防団員出動状況において一部の分団の災害・警戒出
　 動の回数等が突出した状態であるが、その理由について
　・交通安全協会が協会実施事業の減少により減額となっ
　 たこととされているが、その具体的内容について
　・平成３０年度に幹線バスの導入に係る実証実験を目指し
　 ていることについて
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●委員会活動●

～委員会活動～

１．
2．
3.

平成２８年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について
平成２８年度本巣市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について
本巣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

１．

2．

平成２８年度本巣市教育委員会事務事業の点検・評価
結果報告について
青少年海外派遣事業・青少年平和教育事業について

報告案件

主な質疑の内容

文教福祉委員会　９月１日（金）

　・認定した支給認定証の交付は、保護者からの申請があった場合のみ行うことになるが、今ま 
　 での交付方法と認定証の確認方法との違いは。

１．
2．
平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第２号）
平成２８年度本巣市一般会計歳入歳出決算

協議案件 （関係部分）

主な質疑の内容
○市民環境部及び根尾総合支所に属する決算
　・火葬場・墓地管理事業において、根尾地域の火葬場の修繕費に
 　補助金が支出されているが、今後の使用について

○健康福祉部及び根尾総合支所に属する決算
　・留守家庭教室に係る不用額調書の記載方法について及び留守家庭教室に係る待機児童につ
　 いて

○教育委員会に属する決算
　・席田北部公園用地取得事業において、今まで借地であった
　 土地を購入したが、購入に際し借地権について考慮された
 　かについて

文教福祉委員会協議会　9月1日（金）
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～委員会活動～

●委員会活動●

１．
2．
3.
4.
5.
6.

指定管理者の指定について
平成２９年度本巣市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について
平成２９年度本巣市公共下水道特別会計補正予算（第１号）について
平成２８年度本巣市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について
平成２８年度本巣市公共下水道特別会計歳入歳出決算について
平成２８年度本巣市水道事業会計決算について

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

主な質疑の内容

産業建設委員会　９月４日（月）

　・今後指定管理者の指定は、契約等も含めどの様に
　 進めていくのか。
　・落雷については、今後も起こりうる災害であるが、
 　その対策を考えているのか。

　※災害をふせぐためにも、落雷時に電源を切
　　り離すような器具が売られているので、落雷
　　対策を行い、無駄な出費をしなくて済むよう
　　にお願いしたい。と要望がありました。

１．
2．
平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第２号）
平成２８年度本巣市一般会計歳入歳出決算

協議案件 （関係部分）

主な質疑の内容
○産業建設部、林政部及び根尾総合支所に属する決算
　・鳥獣害被害等に尽力され、解体処理施設を整備し処理して
　 いるが、肉の在庫量が増え、さばき切れないとの話を聞くが、
　 処理の現状について

 ※グルメで賑わう街にするには、地域の飲食店等の積極的な参加が必要であり、行政の支援に
　　より鳥獣対策の拡張をつなげていただきたい。と要望がありました。

○上下水道部に属する決算
　・今後は、北部地域の世帯は減少し、下水道処理施設の維持管理費は変わらない事から、世帯
　 当たりの維持管理費は上昇することとなるが、現在の世帯当たりの維持管理費及び今後の下
　 水道計画について
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議会開会のお知らせ

本巣市公式
マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！

●審議結果および各議員の表決●

道

認定第１号

平成２８年度本巣市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算について

平成２８年度本巣市一般会計歳入歳出
決算について

認定第２号

認定第３号 平成２８年度本巣市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算について

平　成　２９　年　第　３　回　定　例　会

市
長
提
出
議
案

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号 平成２９年度本巣市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第１号）について

本巣市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

岐阜市及び本巣市における連携中枢都市
圏の形成に係る連携協約の締結に関する
協議について

物品売買契約の締結について
（消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型））

本巣消防事務組合規約の変更について

指定管理者の指定について

平成２９年度本巣市一般会計補正予算
（第２号）について

平成２９年度本巣市公共下水道事業特別
会計補正予算（第１号）について

和解及び損害賠償の額を定めることに
ついて

平成２８年度本巣市農業集落排水事業特
別会計歳入歳出決算について

平成２８年度本巣市公共下水道特別会計
歳入歳出決算について

平成２８年度本巣市水道事業会計決算に
ついて

「道路整備事業に係る国の財政上の特別
措置に関する法律」に基づく補助率等の嵩
上げ措置の継続を求める意見書について

議案第３９号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

議案第４０号

発議第１号

平　成　２９　年　第　３　回　定　例　会　（全会一致で同意・可決された議案）

認定

認定

認定

市
長
提
出
議
案

議
員
提
案

市
長
提
出
議
案

報告第１０号

議案第４１号

発議第２号

専決処分の承認を求めることについて
（平成29年度本巣市一般会計補正予算
（第3号））

本巣市監査委員の選任について

議会だより編集特別委員会の設置について

平成２９年第４回臨時会（全会一致で同意・可決された議案）平成29年10月10日

市
長
提
出
議
案

◆11月21日（予定） 
  定例会
詳細確定後
ホームページに掲載します。
傍聴におでかけください。

議
員
提
案



・浜松市で行政の補助金や助成金に頼らず公民連携を行い魅力的な街づくり
を目指している。
・商店街の空き店舗の活用、浜松城公園にて防災イベントを行い、熊本の復興
支援も行った。
・イベントの採算性と行政の柔軟な協力体制が課題。

・「創る健康」では日常的に運動することにより健康寿命を延ばすことを目的
とする。
・ポイントを貯め、市内の提携店でサービスが受けられる。
・新規参加者の確保、効果の検証方法が課題。

２０１６年４月、ふるさと納税にPR動画がもたらす効果は大きいと考え、最
も「ふるさと納税」が増える１２月にPR動画の公開をしようと作品制作を
開始した。
職員による自主製作で、企画から公開まで１．５ヵ月、衣装代9,500円の製
作費、全国テレビ３社の特集が組まれた。公開から４ヵ月で「目標の１万達
成」、ふるさと納税は動画公開後は８倍に増えた。

南砺市が行っている婚活支援事業　
①婚活倶楽部なんと　②婚活応援団なんとおせっ会　③出会いイベント
補助金の交付　④成婚者祝い金制度　等々の７項目の事業展開を研修
定住・空き家対策事業
知る・伝える、体験する・受け入れる、移住・定住へ数々の事業展開。
「田舎暮らしの本」宝島社　2017年２月号　
「住みたい田舎」ベストランキング総合部門３位。

●議員活動報告●

（新）◎臼井悦子　○堀部好秀　瀬川治男　寺町　茂　今枝和子

（旧）◎堀部好秀　○髙田文一　村瀬明義　舩渡洋子　江崎達己
議会だより編集特別委員会

＊＊

＊＊

市政自民クラブ（大西・瀬川・若原・中村・黒田）議員、村瀬議員

鵜飼・後藤・道下・髙田・堀部議員

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 16
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７月２５日　静岡県浜松市　浜松ＰＰＰデザイン

７月２６日　静岡県藤枝市
健康・予防日本一ふじえだプロジェクト

７月19日　長野県小諸市　PR動画

７月20日　富山県南砺市　婚活支援

先進地視察


